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垂井町観光協会・垂井曳　保存会
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本　女人禁制
練込中横断禁止

二階よりの観覧厳禁
文化財の保護
投菓子類の禁止

三番　
東町

鳳
凰
山
ほ
う
お
う
ざ
ん

五
月
二
日
　
　
試
　
楽

　

①　
一
一
・
〇
〇　
　
愛
宕
神
社
の
芸

　

②　
一
二
・
二
〇　
　
神　
矢　
の　
芸

　

③　
一
三
・
四
〇　
　
駅　
前　
の　
芸

　
　
一
七
・
二
〇　
　
登
り　
（
大
橋
出
発
）

　

④　
一
九
・
五
五　
　
下　

り　

　

⑤　
二
〇
・
四
〇　
　
西
・
中
組
の
芸

五
月
三
日
　
　
本
　
楽

　
　
　
〇
・
〇
〇　
　
起　
き　
た　
り

　
　
一
一
・
〇
〇　
　
古
式
練
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ザ
垂
井
出
発
）

　

⑥　
一
四
・
四
五　
　
神　
前　
奉　
芸

　

⑦　
一
六
・
二
〇　
　
西　
町　
客　

　

⑧　
一
八
・
二
五　
　
中　
町　
客　

　

⑨　
二
〇
・
四
〇　
　
北　
裏　
の　
芸

五
月
四
日
　
　
後
　
宴

　

⑩　
一
二
・
五
〇　
　
旭　
組　
の　
芸

　

⑪　
一
四
・
三
〇　
　
東　
組　
の　
芸

　

⑫　
一
八
・
二
〇　
　
相
川
東
の
芸

　
　
一
九
・
二
〇　
　
大　
橋　
渡　
し

　

⑬　
二
〇
・
二
〇　
　
千　
　
秋　
　
楽

あ
ら
す
じ

　
舞
台
は
大
坂
の
新
靱（
し
ん
う
つ
ぼ
）に
あ
る
ハ
百

屋
。ハ
百
屋
の
主
人
、仁
右
衛
門
に
は
子
供
が
無
く
、半

兵
衛
と
い
う
武
家
の
次
男
坊
を
養
子
と
し
、半
兵
衛
に

千
代
と
い
う
嫁
を
取
ら
せ
ま
す
。

　
仁
右
衛
門
が
亡
く
な
る
と
後
妻
の
く
ま
が
家
を
仕

切
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、く
ま
は
ね
じ
曲
が
っ
た
気

性
で
、半
兵
衛
に
色
目
を
使
い
、邪
魔
に
な
る
千
代
を

何
度
も
追
い
出
し
て
い
ま
し
た
。四
月
五
日
の
庚
申

（
こ
う
し
ん
）待
ち
の
宵（
よ
い
）、追
い
出
さ
れ
た
千
代

を
町
役
の
太
郎
兵
衛
が
復
縁
で
き
る
よ
う
に
と
く
ま

を
説
得
す
る
所
か
ら
幕
が
開
き
ま
す
。く
ま
は
、太
郎

兵
衛
の
手
前
千
代
を
家
に
戻
す
と
言
い
ま
す
が
太
郎

兵
衛
が
千
代
を
迎
え
に
行
く
間
に
、半
兵
衛
に
千
代
を

離
縁
し
な
け
れ
ば
自
分
は
死
ぬ
と
迫
り
ま
す
。一
旦
は

家
に
戻
さ
れ
た
千
代
で
し
た
が
、先
程
く
ま
に
迫
ら
れ

た
半
兵
衛
は
千
代
に
離
縁
を
言
い
渡
し
ま
す
。千
代
は

く
ま
に
取
り
成
し
て
も
ら
う
様
頼
み
ま
す
。煮
え
き
ら

ぬ
半
兵
衛
に
く
ま
は
腹
を
立
て
、襦
袢
姿
で
半
兵
衛
夫

妻
に
追
い
出
さ
れ
た
と
大
声
で
言
い
、物
乞
い
の
真
似

を
し
ま
す
。ほ
と
ほ
と
困
り
果
て
た
半
兵
衛
は
千
代
に

離
縁
状
を
渡
し
、追
い
出
し
ま
す
。く
ま
は
満
足
そ
う

に
半
兵
衛
に
言
い
寄
り
ま
す
が
、半
兵
衛
は
自
害
を
決

意
し
ま
す
。

　
そ
こ
へ
千
代
が
戻
っ
て
き
て
、共
に
死
の
う
と
二
人

で
手
を
取
り
、夫
婦
に
も
関
わ
ら
ず
心
中
へ
と
向
か
い

ま
す
。

半
兵
衛

　
大
岡 

義
信 

（
11
才
）

お
く
ま

　
佐
々
木 

悠
翔 

（
12
才
）

千
代　山

仲 

哲
平 

（
11
才
）

太
郎
兵
衛

　
横
山 

蒼
依 

（
11
才
）

丁
稚
　
三
太
郎

　
大
脇 

梁
矢 

（
10
才
）

榊
持
　
牧
野 

伯
紀 

（
６
才
）

御
幣
持

　
柳
瀬 

元
気 

（
７
才
）

振
　
付  

向
平 

美
希

太
　
夫  

竹
本 

賀
桐

三
味
線  

豊
澤 

龍
三

配
　
役

三
　
役

ご協力ください

心
中
宵
庚
申

し 

ん
　
じ
ゅ
う
　
よ 

い
　
ご 

う
　
し 

ん

八
百
屋
の
献
立

や
　
　
お
　
　
や
　
　
　
　
こ 

ん 

だ 

て

5月2日
試楽2024年

3日
本楽

4日
後宴

木 金 祝 祝土

岐
阜
県
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

垂
井
町
重
要
無
形
文
化
財

垂
井
曳  

ま
つ
り

垂井

子
供
歌
舞
伎

雨
天
時
に
は
変
更
が
あ
り
ま
す
。

④

⑤

⑥

⑦ ⑧

ワイワイ
プラザ

⑨

⑩ ⑪

⑫

③
②

①

⑬

N

垂井駅

垂井小学校

けやきの家

垂井の泉

東
消
防
署

相川水辺公園

相　川
追分道標

垂井郵便局

J R東海道
本線

御所野

御所野西
21

長浜屋

福祉会館福祉会館

西町コミュニティセンター

東町コミュニティセンター

西町コミュニティセンター

東町コミュニティセンター

観光案内所観光案内所
練り込み出発点練り込み出発点

紫雲閣
攀鱗閣

鳳凰山

紫雲閣
攀鱗閣

臨時臨時

東
消
防
署

追分道標

臨時臨時

中町コミュニティ
センター
中町コミュニティ
センター

八
重
垣
神
社

八
重
垣
神
社

相
川
橋

相
川
橋

岩
手
橋

ワイワイ
プラザ垂井

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

WC

御幸橋北

相川橋北

新
桜
橋

新
桜
橋

いぶき苑いぶき苑

御
幸
橋

臨時臨時5

2

3

4

５月３日
18：00～18：30
21：30～22：00
５月４日
17：50～19：45
自動車通行禁止

５月４日
19：20～19：45
自動車通行禁止

５月２日
10：30～12：00
５月４日
10：30～15：00
自動車通行禁止 ５月３日

9：00～11：00
自動車通行禁止

5月2日・3日・4日
8：45～24：00

※雨天の場合変更することがあります。

曳　路線

遮　断　柵
駐車場
臨時駐車場

自動車通行禁止
駐車禁止区域
（2日～4日）



一番　
西町

攀
鱗
閣
は
ん
り
ん
か
く

五
月
二
日
　
　
試
　
楽

　

①　
一
一
・
〇
〇　
　
愛
宕
神
社
前

　

②　
一
二
・
三
五　
　
宮　
町　
地　
内

　

③　
一
四
・
〇
〇　
　
幸
和
町
地
内

　
　
一
七
・
一
〇　
　
登　
　
り　
　
　
　

　

④　
一
九
・
〇
〇　
　
神　
前　
奉　
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下　
　
り　
　
　

　

⑤　
二
一
・
〇
〇　
　
本　
町　
地　
内

五
月
三
日
　
　
本
　
楽

　
　
　
〇
・
〇
〇　
　
起　
き　
た　
り

　
　
　
五
・
〇
〇　
　
神　
前　
据　
付

　
　
一
一
・
〇
〇　
　
古
式
練
込
み

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ワ
イ
ワ
イ
プ
ラ
ザ
垂
井
）

　

1　
一
二
・
〇
五　
　
神　
前　
奉　
芸

　

2　
一
三
・
二
五　
　
西　
町　
客　

　

3　
一
四
・
四
五　
　
中　
町　
客　

　

4　
一
六
・
〇
五　
　
東　
町　
客　

　
　
二
〇
・
〇
〇　
　
三
町
す
り
か
す
り

五
月
四
日
　
　
後
　
宴

　

1　
一
二
・
〇
〇　
　
泉
地
内（
泉
・
御
所
の
芸
）

　

2　
一
四
・
〇
〇　
　
前
川
橋
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
守・野
田・戸
海・松
島・金
福
地
の
芸
）

　

3　
一
五
・
三
〇　
　
前
川
地
内（
西
組
）

　

4　
一
八
・
二
〇　
　
青　
年　
の　
芸

　

5　
二
〇
・
三
〇　
　
千　
　
秋　
　
楽

あ
ら
す
じ

　
足
利
家
の
当
主
頼
兼
は
、叔
父
ら
の
策
略
に
よ
り
そ

の
座
を
奪
わ
れ
毎
日
の
よ
う
に
廓
通
い
を
し
て
い
ま

す
。当
主
と
な
っ
た
鶴
千
代
を
守
る
た
め
、乳
母
の
政

岡
は
、男
を
嫌
う
病
気
に
な
っ
た
と
、女
性
ば
か
り
の

御
殿
で
守
り
育
て
ま
す
。食
事
を
満
足
に
取
れ
な
い
鶴

千
代
ら
の
た
め
に
、政
岡
は
茶
道
具
で
ご
飯
を
炊
き
、

二
人
に
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。そ
の
最
中
、栄
御
前
が

持
参
し
た
菓
子
を
鶴
千
代
に
与
え
よ
う
と
す
る
の
で

す
が
、そ
の
時
、千
松
が
そ
の
菓
子
を
掴
ん
で
口
に
入

れ
、苦
し
み
出
し
ま
す
。お
菓
子
に
は
毒
が
入
っ
て
い

た
の
で
す
。毒
殺
の
嫌
疑
が
か
か
る
の
を
恐
れ
た
八
汐

は
、無
礼
者
と
懐
剣
を
千
松
に
刺
し
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
間
、顔
色
を
変
え
ず
見
守
っ
て
い
た
政
岡
を
見
て
、

逆
臣
の
一
味
と
勘
違
い
し
た
栄
御
前
は
、仁
木
弾
正
一

味
の
連
判
の
巻
物
を
預
け
て
帰
っ
て
行
き
ま
す
。見

送
っ
た
後
、政
岡
は
千
松
の
死
を
嘆
き
泣
き
崩
れ
ま
す

が
、襲
い
か
か
っ
て
き
た
八
汐
を
切
り
、千
松
の
仇
を

と
り
ま
す
。

政
岡
　
清
水 

康
介 

（
11
才
）

栄
御
前

　
澤
島 

聡
志 

（
10
才
）

八
汐
　
岩
田 

紘
輝 

（
11
才
）

千
松
　
山
田 

暖
大 

（
8
才
）

三
番
叟
　
鶴
千
代

　
外
花 

竜
輝 

（
10
才
）

榊
持
　
岩
田 

政
汰
朗 

（
６
才
）

御
幣
持

　
菱
田 

朔
玖 

（
６
才
）

振
　
付  

川
村 

和
彦

太
　
夫  

竹
本 

和
賀
太
夫

三
味
線  

豊
澤 

賀
祝

配
　
役

三
　
役

「
伽
羅
先
代
萩
」

め 

い  

ぼ 

く  

せ 

ん  

だ 

い  

は 

ぎ

御
殿
の
場

ご
　
て 

ん

雨
天
時
に
は
変
更
が
あ
り
ま
す
。

二番　
中町

紫
雲
閣
し
う
ん
か
く

五
月
二
日
　
　
試
　
楽

　

①　
一
一
・
〇
〇　
　
愛
宕
神
社
奉
芸

　

②　
一
二
・
五
〇　
　
南　
筋　
の　
芸

　

③　
一
四
・
一
〇　
　
神　
田　
の　
芸

　
　
一
七
・
一
五　
　
登　
　
り　
　
　

　
　
二
〇
・
一
〇　
　
下　
　
り　
　
　

五
月
三
日
　
　
本
　
楽

　
　
　
〇
・
〇
〇　
　
起　
き　
た　
り

　
　
一
一
・
〇
〇　
　
古
式
練
込
み

　

1　
一
三
・
二
五　
　
神　
前　
奉　
芸

　

2　
一
四
・
四
五　
　
西　
町　
客　
　

　

3　
一
六
・
二
〇　
　
中　
町　
客　

　
　
二
〇
・
〇
〇　
　
三
町
す
り
か
す
り

　

4　
二
〇
・
四
五　
　
東　
町　
客　

　
　
二
二
・
一
〇　
　
二
町
す
り
か
す
り

五
月
四
日
　
　
後
　
宴

　

❶　
一
二
・
〇
〇　
　
北
筋（
相
生
・
幸
和
町
）の
芸

　

❷　
一
三
・
二
〇　
　
西
組（
中
央
）の
芸

　

❸　
一
四
・
三
〇　
　
東
組（
三
友
）の
芸

　
　
一
六
・
〇
〇　
　
親　
　
紹　
　
介

　

❹　
一
八
・
一
〇　
　
千　
　
秋　
　
楽

あ
ら
す
じ

　
平
安
時
代
の
末
、工
藤
祐
経
は
復
讐
の
た
め
に
伊
藤
祐

親
を
殺
そ
う
と
し
た
が
、あ
や
ま
っ
て
祐
親
の
息
子
河
津

三
郎
を
殺
し
て
し
ま
う
。三
郎
の
妻
満
江
は
身
重
で
、二

人
の
息
子
が
あ
っ
た
が
、そ
の
後
に
生
ま
れ
た
子
は
養
子

に
や
り
、二
人
の
息
子
を
連
れ
て
曾
我
祐
信
と
再
婚
す
る
。

　
成
人
し
た
息
子
達
は
兄
は
十
郎
祐
成
、弟
は
五
郎
時
致

と
名
乗
る
。五
郎
は
箱
根
山
へ
修
行
に
出
さ
れ
た
が
、勝

手
に
寺
を
抜
け
出
し
て
元
服
す
る
。腹
を
立
て
た
満
江
は

五
郎
を
勘
当
す
る
。

　
建
久
四
年
五
月
、こ
の
日
は
亡
き
河
津
三
郎
の
命
日
。

十
郎
と
五
郎
は
翌
日
富
士
の
裾
野
の
狩
場
で
父
の
敵
、工

藤
を
討
と
う
と
決
め
て
い
た
が
、母
満
江
は
五
郎
の
勘
当

を
許
そ
う
と
し
な
い
。

　
そ
こ
へ
養
子
に
行
っ
た
末
の
弟
、禅
師
坊
実
江
が
親
兄

弟
を
訪
ね
て
越
後
か
ら
や
っ
て
来
る
。禅
師
坊
は
鳥
目
で

夜
に
な
る
と
目
が
見
え
な
い
。癪
を
お
こ
し
宿
を
借
り
た

家
の
住
人
が
十
郎
で
あ
る
事
に
も
気
付
か
な
い
。十
郎
は

禅
師
坊
が
仇
討
の
足
手
ま
と
い
に
な
る
事
を
お
そ
れ
、満

江
は
旅
に
出
て
、兄
達
も
死
ん
だ
と
嘘
を
言
い
越
後
へ
帰

そ
う
と
す
る
が
、ま
た
癪
を
お
こ
し
た
の
で
、し
ば
ら
く

小
部
屋
で
休
ま
せ
る
。

　
そ
れ
か
ら
十
郎
は
五
郎
の
勘
当
を
解
い
て
欲
し
い
と

説
得
す
る
が
、満
江
は
聞
き
入
れ
な
い
。仕
方
な
く
十
郎

は
五
郎
に
切
腹
す
る
よ
う
言
う
と
、五
郎
は
嫌
だ
と
怒
る

が
、実
は
母
に
承
知
さ
せ
る
為
の
ひ
と
芝
居
だ
っ
た
。こ

の
間
は
二
人
の
無
言
の
芝
居
と
な
り
、見
所
の
一
つ
で
あ

る
。五
郎
が
ま
さ
に
切
腹
し
よ
う
と
す
る
時
、満
江
は
勘

当
を
許
す
。だ
が
そ
の
時
、禅
師
坊
は
五
郎
の
勘
当
を
許

し
て
も
ら
お
う
と
、自
害
し
て
い
た
。母
兄
達
が
悲
し
む

中
、夜
が
明
け
て
禅
師
坊
の
目
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、

親
兄
弟
の
最
期
の
対
面
が
叶
い
息
を
引
き
取
る
。深
い
悲

し
み
の
中
、十
郎
五
郎
は
母
満
江
か
ら
、父
の
片
身
の
小

袖
を
譲
り
受
け
、父
の
仇
討
に
出
発
す
る
の
で
あ
っ
た
。

曾
我
十
郎
祐
成

　
繁
友 

雄
喜 

（
11
才
）

母
　
満
江

　
近
藤 

亮
謙 

（
11
才
）

曾
我
五
郎
時
致

　
星
野 

響
輝 

（
10
才
）

禅
師
坊
　
実
江

　
村
西 

景
仁 

（
9
才
）

榊
持
　
鈴
木 

惟
央
利 

（
5
才
）

御
幣
持

　
平
野 

達
大 

（
6
才
）

振
　
付  

岩
井 

小
紫
八

太
　
夫  

竹
本 

龍
豊

三
味
線  

豊
澤 

湊
祝

配
　
役

三
　
役

蝶
千
鳥
曾
我
物
語

ち
ょ
う
　
ち   

ど 

り   

そ      

が    

も 

の 

が
た
り

中
村
閑
居
の
場

な 

か  

む 

ら 

か 

ん  

き 

ょ 

　
　
　
　
ば

雨
天
時
に
は
変
更
が
あ
り
ま
す
。

垂井駅ワイワイプラザ

愛宕神社

垂井小学校

中町
コミュニティセンター

東町コミュニティセンター

西町
コミュニティセンター

長浜屋

大垣共立銀行

社
神
垣
重
八

垂井駅

ワイワイプラザ垂井ワイワイプラザ垂井

練込み出発点

大共銀行大共銀行

東町内愛宕神社東町内愛宕神社東町内愛宕神社
長浜屋

垂井の泉

中町コミュニティー
　　センター★

★雨天時の芸所
（中町コミュニティーセンター）

八重垣神社八重垣神社

中町内愛宕神社中町内愛宕神社
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③
④

⑤

1
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1
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③

1
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❶

❷ ❸❹
西町内
愛宕神社
西町内
愛宕神社
西町内
愛宕神社
西町内
愛宕神社


